
やわらかな灯りが包む情景

なかがわ雪月列火

平成31年

〔651号〕
3月号

今月の主な内容

町公式キャラクター

かぼまる

第41回会津かねやま雪まつり特集……2
第35回私の言いたいこと発表会 ……4
話題の散歩道 …………………………8
お知らせ …………………………… 10
おたより …………………………… 14
雪像コンクール …………………… 16



　
２
月
17
日
に
町
民
体
育
館
周
辺
で
、
第
41
回
会
津
か
ね
や
ま
雪
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約
２
，
４
０
０
人
の
方
が
来
場
さ
れ
、
町

特
産
の
ヒ
メ
マ
ス
の
塩
焼
き
や
手
打
ち
ソ
バ
、
体
を
温
め
る
豚
汁
や
ラ
ー
メ

ン
な
ど
の
売
店
に
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、雪
上
ゲ
ー
ム「
し
ゅ
わ
し
ゅ

わ
ソ
リ
レ
ー
ス
」
や
堀
ノ
内
孝
雄
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は

楽
し
い
冬
の
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

アンコールがなりやまなかった
堀ノ内孝雄ものまねショー 来場者にも大人気！かぼまる

力作揃いの老人作品展力作揃いの老人作品展 お楽しみ抽選会で当選を喜ぶ参加者

一生懸命書き上げた作品が並んだ
小中学校書初め展

一生懸命書き上げた作品が並んだ
小中学校書初め展 第 41 回

会津かねやま

まつり

ステージショーやしゅわしゅわソリレースでは
観客も大盛り上がり

　金山天然炭酸水を一気飲みしてソリを引
くしゅわしゅわソリレースは、大人も子ども
も、おおはしゃぎ。参加者は、おいしそうに
金山の炭酸水を飲み干していました。

飲んで 走って
優勝をつかみとれ

！しゅわしゅわ
ソリレース
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 将来の夢に向かって
僕の将来の夢は、小学校の先生になることです。
小学１、２年生の僕たちを受け持ってくださった先生は、

いつも笑顔でとても優しい先生でした。でも、決まりを守ら
なかったり、友達をからかったりした時には僕たちのために
厳しく𠮟ってくれる先生でした。
そんな先生を見て、いつしか「僕もそんな先生になりたい」

と思うようになりました。
まずは、勉強を一生懸命頑張っていこうと思います。そ

して、教育学部のある大学に入り教員免許をとり、試験に
合格して必ず将来の夢を叶えたいと思っています。

 ６年生になって
僕は、あまり６年生になりたくないと思っていました。で

も、６年生になると５年生の時より楽しいと感じることがた
くさんありました。めんどくさいと思うこともたくさんある
けど、それを乗り越えられたら楽しいことが待っていると思
います。あと少しで卒業してしまうから、下級生に自分が
学んできたことを伝えていきたいです。
「たった１人の６年生、でも心配ない」という言葉を胸に
僕は、横田小の６年生として自信をもって卒業の日を迎え
たいです。中学校でもこれまでの経験を生かし、がんばり
ます。僕は、６年生になってよかったです。　

第 35回
私の言いたいこと発表会

　２月17日、ゆうゆう館で「私の言いたいこと発表会」が行われ、町内の小学生から高
校生までの11名が自分の思いを発表しました。
　将来を担う子どもたちの発表の一部を抜粋して紹介します。

金山小６年　船
ふ な ぎ

城　雅
ま さ と し

敏さん

橫田小６年　小
お が わ

川　悠
ゆ う す け

介さん
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 ぼくの将来　思案中
僕は、「将来の夢は何か」と聞かれたら、「人の役に立つ

仕事に就くこと」と答えています。人の役に立つ仕事に就
きたいと考えるようになったのは、役場で働く父の影響かも
しれません。
父は毎日、町のために遅くまで働いています。時には、
観光ＰＲのために何日も家を留守にすることがあります。そ
んな頑張る父の姿は、僕の将来のモデルの一人です。
人の役に立ち感謝される、そんな仕事に就くことができ

るように、今は、自分の好きなことや興味のあることを大切
にしたいと思っています。

 金山町の未来のために
僕の将来の夢は、金山町役場に勤めることです。役場職

員は、金山町の人に優しくて、にこにこと笑顔で接してい
るからです。そんな姿を見て、僕も町の人たちを元気にす
る「役場職員になりたい」と思うようになりました。
役場職員になったら、金山町のことをもっともっと勉強し

て、今以上に好きになりたいと思っています。そして、町
のいい所をどんどんＰＲしていきたいです。たくさんの人に
町の良さを知ってもらって、人口が増えるように頑張りたい
です。
みんなの笑顔でいっぱいの金山町にしたいと思います。

 挨拶から得られること
「おはよう。今日も、部活と勉強がんばってきてね」と近
所の人から声をかけられました。それから毎日のように私
が通るたびに、欠かさず挨拶してくれます。この挨拶でい
つも、すがすがしい気持ちになることができました。「おは
よう」その一言で、疲れていた心と体が少し楽になること
ができたと感じました。
私が求めるのは、「心をこめた挨拶」で、挨拶は、明るい
社会をつくるための第一歩になると思います。そして、挨
拶をする人が増えることによって、人々が笑顔でいられる
時間が多くなることを願っています。

金山小６年　佐
さ さ き

々木  大
た い き

樹さん

金山小６年　馬
ば ば

場　大
ひ ろ と

翔さん

金山中２年　目
め ぐ ろ

黒　彩
さ え

恵さん
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 あたり前だと思っていた優しさ
私は、町の人にあいさつをしてもらったり、話しかけても

らったりすることで、元気をもらい明るい気持ちで学校に行
くことができます。毎日の何気ないことですが、私は地域の
方々の優しさだと思っています。他にも、職業体験などは地
域の方々の優しさで成り立っています。この優しさの文化は、
とてもすばらしいもので誇れるものだと感じています。私た
ちは、この文化を受け継ぎ次の世代にもつなげていくべきだ
と思います。
私は、地域の優しさの文化を守りつつ、優しさに頼らない

自立の精神を併せ持つ、そんな大人になりたいと思います。

 将来の夢 介護福祉士
僕の将来の夢は、介護福祉士になることです。理由は金

山町の少子高齢化が進み、高齢者が増えているからです。
僕は、今まで支えていただいた地域の方々に感謝をこめて、
その恩返しとして高齢者の介護をしたいと思い、この仕事
を考えるようになりました。
介護福祉士として活躍するために、これから介護の知識

や技術を学んでいき金山町にはどのような介護の方法が必
要なのかを考えられたらいいなと思っています。将来は、
金山町に住み地域の方々の生活のお手伝いができるように
頑張りたいです。

 私を苦しめ、成長させたもの
私を苦しめてきたものは、アトピー性皮膚炎です。特に

中学校の頃は様々なストレスもあり、悪循環で長い間最悪
の生活を送りました。家族や先生も理解を示してくれなく
なり、私は深く落ち込んでしまいました。
しかし、私が本当に苦しい時優しい言葉をかけて助けて

くれた友人たちに、とても感謝しています。それから私は、
苦しんでいる人の痛みを理解しようとすることが何より大
事だと思うようになりました。自分からそれを知ろうとする
人、知った上で寄り添おうとする人、そんな人が近くにい
たらみんなが心から救われるのではないでしょうか。

金山中２年　馬
ば ば

場　優
ゆ う き

希さん

金山中２年　大
お お た け

竹　涼
り ょ う じ

二さん

川口高校１年　五
い が ら し

十嵐　千
ち な つ

夏さん
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 戦国武将について
私は、戦国武将が好きです。特に好きな武将は、織田信

長です。信長は、領地拡大や家の繁栄のために戦を起こし
ました。しかし、天下統一を目指し多くの人を殺害した恐
ろしい人というイメージだけではなく信長は女性に優しく、
妻が亡くなれば涙を流したという二面性にとても惹かれま
した。信長も人間らしい、繊細な心を持っていたのではな
いかと私は思ったからです。
私も戦国時代を自分たちの力だけで精いっぱい生き抜い

た戦国武将のように、今を生き抜く力強さを身につけたい
と思っています。

 勉強する意味
私は、理数系を殆ど勉強したことがありませんでした。
小学１年生ぐらいの頃に時計が読めず、分数の仕組みもい
まひとつ理解していませんでした。先生がつきっきりで教え
て下さったのを思いだします。それを見かねた父親は、私
に初歩から数学を教えてくれました。
テストを受けると、なんと４０点でした。僕は１００点を
取ったように喜び、この時の感動が忘れられません。
私は、中学生の頃より勉強に割く時間が多くなりました。

少しだけでもいいから机に向かって手をつけてみることは、
ダラダラ勉強ができない理由を述べるより遥かに楽しく有
意義だと思います。

 小規模校にしか無い良さ
全校生徒８８名というのは全国的に見てもかなり少なく、

間違いなく小規模校の部類に入ります。私が川口高校に来て
感じたことは、地域の方々との距離の近さ、学校と地域の一
体感、そして町の支援の手厚さです。
今私たちがすべきことは、人が少ないからとネガティブに

なることではなく、ポジティブに考えることです。そして、
地域社会に貢献するために今できることは何かを真剣に考
え、実行に移していく必要があります。
自分の金山への思いを形にし、小規模校にしか無い良さを

ＰＲすることで町の支援に応えていきたいと考えています。

川口高校１年　伊
い と う

藤　彩
あ や め

萌さん

川口高校２年　江
え ぐ ち

口　尚
しょうへい

平さん

川口高校２年　吉
よ し ば

場　大
た い せ い

晟さん

※言いたいこと発表会の完全版は教育委員会で発行します。ご希望の方は下記にお問い合わせください。
� ◎問い合わせ…教育委員会　☎５４－５３６１7 広報かねやま　31.3.14
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　３月１日、県立川口高校の卒業証書授与式
が行われ、３５名が学び舎を後にしました。
式では卒業生を代表して、髙橋真白さん（西
谷）に卒業証書が手渡されました。
　五ノ井校長は「これからも明るく前向きに、
思いやりの気持ちを持って成長していってほ
しい」と式辞を述べ、齋藤僚さん（会津若松
市出身）が「お世話になった先生方をはじめ、
友達や地域の方々、両親に本当に感謝してい
ます。これからも恩返しできる様に、成長し
ていきたい」と答辞を述べました。

　２月７日、２月８日にフェアリーランド
かねやまスキー場において、町内小学校の
スキー大会が行われました。金山小学校の
スキー大会では、児童たちは自分が滑り終
わると、次に滑走する友達に大きな声で「が
んばれー」と熱いエールを送っていました。

仲間たちのエールを受け力強く滑走する

小学校のスキー大会

　１月２６日と２月９日に、開発センターで冬
の手仕事講座としてうさぎの雛飾りづくりが行
われました。講座には、菅家貞子さん（大塩）
を講師に迎え、色とりどりの布地を使い可愛い
うさぎのお雛様を作りました。
　参加者は、子どもの健やかな成長と健康への
願いを込めて一針一針丁寧に作業をしていまし
た。

　横田小学校のスキー記録会では自己ベス
ト更新に向け、児童一人ひとりが真剣に臨
みました。
　また、午後には全校生で、ソリすべり競
争が行われ楽しい時間を過ごしました。

　２月９日、金山町で田舎暮らし体験ツアー
が行われました。首都圏から５名が参加し、
かんじきを履いて雪原を歩いたり、除雪体験
をしながら、雪国の暮らしを肌で感じていま
した。
　宿泊は農家民宿「もどき家」（上横田）で参
加者たちは、風情ある囲炉裏にとても感動し
ているようでした。夕食は、地区の住民らと
楽しく食卓を囲み、金山での暮らしなどにつ
いて熱く語り合っていました。

雪に大喜び
金山町で田舎暮らし体験を満喫

　２月２３日、横田公民館で手工芸品・伝
統食品展示会が開催されました。
　当日は横田地区の各老人クラブの会員
や、一般の方から多くの作品が出品されま
した。作品は、あずき・打ち豆などの食品
や、ほうき・ヒロロ細工の手工芸品などが
ありました。展示会終了後には、展示品を
買い求める多くの人々で賑わいました。

　２月８日、板下地区で伝統行事のひとつ
百万遍が行われました。これは厄災や病気
にならないように行う念仏供養で、以前は
地区の子どもが主体でしたが、子どもの減
少により現在では区長をはじめとする地
区の有志で行っています。
　毎年かねやまホームでも行われ、ホーム
の利用者・職員と一緒に「なんまいだ、な
んまいだ」と繰り返しながら大きな数珠を
まわし無病息災を願いました。

手工芸品・伝統食品に長蛇の列
賑わいを見せる展示会

３５名が思い出の学び舎を巣立つ
川口高校で感動の卒業式

冬の手仕事講座
うさぎの雛飾りに願いを込めて

　２月８日、町内保育所・三島保育所合同
の雪遊びがフェアリーランドかねやまス
キー場で行われました。子どもたちは、何
度も何度も雪山をかけあがり、ソリ滑りを
楽しみました。
　ソリ滑りの後は、雪中お菓子拾いが行わ
れ、お菓子が隠されていそうな場所を目が
けて駆け出し、雪の中を夢中で探していま
した。最後は、みんなで仲良くお菓子を食
べていました。

金山・三島保育所合同
快晴の空のもとで雪遊び

「なんまいだ、なんまいだ」のかけ声と共に

百万遍で無病息災を願う

ていこかんけ

雪中のお菓子に向かって元気に「よーいどん」

田舎暮らしを体験し満面の笑みを浮かべる参加者

感謝の思いを込めた答辞を述べる齋藤僚さん

真剣な眼差しで作業します

可愛いうさぎのお雛様

雪原の輝きにも負けない笑顔を見せる児童（横田小）

声援を受け力強い滑りを見せる児童（金山小）

さいとうりょうおいしそうな伝統食品がたくさん並びました

みんなが無病息災でありますように（かねやまホーム）

たかはし ましろ

さいとう りょう
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　宿泊は農家民宿「もどき家」（上横田）で参
加者たちは、風情ある囲炉裏にとても感動し
ているようでした。夕食は、地区の住民らと
楽しく食卓を囲み、金山での暮らしなどにつ
いて熱く語り合っていました。

雪に大喜び
金山町で田舎暮らし体験を満喫

　２月２３日、横田公民館で手工芸品・伝
統食品展示会が開催されました。
　当日は横田地区の各老人クラブの会員
や、一般の方から多くの作品が出品されま
した。作品は、あずき・打ち豆などの食品
や、ほうき・ヒロロ細工の手工芸品などが
ありました。展示会終了後には、展示品を
買い求める多くの人々で賑わいました。

　２月８日、板下地区で伝統行事のひとつ
百万遍が行われました。これは厄災や病気
にならないように行う念仏供養で、以前は
地区の子どもが主体でしたが、子どもの減
少により現在では区長をはじめとする地
区の有志で行っています。
　毎年かねやまホームでも行われ、ホーム
の利用者・職員と一緒に「なんまいだ、な
んまいだ」と繰り返しながら大きな数珠を
まわし無病息災を願いました。

手工芸品・伝統食品に長蛇の列
賑わいを見せる展示会

３５名が思い出の学び舎を巣立つ
川口高校で感動の卒業式

冬の手仕事講座
うさぎの雛飾りに願いを込めて

　２月８日、町内保育所・三島保育所合同
の雪遊びがフェアリーランドかねやまス
キー場で行われました。子どもたちは、何
度も何度も雪山をかけあがり、ソリ滑りを
楽しみました。
　ソリ滑りの後は、雪中お菓子拾いが行わ
れ、お菓子が隠されていそうな場所を目が
けて駆け出し、雪の中を夢中で探していま
した。最後は、みんなで仲良くお菓子を食
べていました。

金山・三島保育所合同
快晴の空のもとで雪遊び

「なんまいだ、なんまいだ」のかけ声と共に

百万遍で無病息災を願う

ていこかんけ

雪中のお菓子に向かって元気に「よーいどん」

田舎暮らしを体験し満面の笑みを浮かべる参加者

感謝の思いを込めた答辞を述べる齋藤僚さん

真剣な眼差しで作業します

可愛いうさぎのお雛様

雪原の輝きにも負けない笑顔を見せる児童（横田小）

声援を受け力強い滑りを見せる児童（金山小）

さいとうりょうおいしそうな伝統食品がたくさん並びました

みんなが無病息災でありますように（かねやまホーム）

たかはし ましろ

さいとう りょう



お
知
ら
せ
今月の納税

納期限は

納め忘れに
ご注意くだ
さい

4月１日
です

● 

水

道

使

用

料

３
月
分

募
　
　
集

こ
れ
か
ら
の
予
定

★
３
月
★

▼
20
日
（
水
）

・
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
30
分
～�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
22
日
（
金
）

・
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

　

午
前
９
時
30
分
〜�

各
小
学
校

▼
26
日
（
火
）

・
修
了
お
い
わ
い
の
会

　

横
田
保
育
所　

午
前
９
時
〜

　

川
口
保
育
所　

午
前
11
時
〜

★
４
月
★

▼
４
日
（
木
）

・
教
職
員
着
任
式

　

午
前
９
時
〜�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
８
日
（
月
）

・
小
学
校
入
学
式

　

午
前
９
時
～�

各
小
学
校

・
金
山
中
学
校
入
学
式

�

　

午
前
11
時
～

・
川
口
高
校
入
学
式　

午
後
１
時
～�

▼
10
日
（
水
）

・
こ
ま
ど
り
学
級
開
講
式

　

午
前
10
時
～�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
11
日
（
木
）

・
行
政
相
談

　

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

�

役
場
１
階
住
民
相
談
室

町
で
は
、
次
の
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

○
上
横
田
浜
子
住
宅
８

−

１
号
室

▼
場
所　
金
山
町
大
字
横
田
字
浜
子

�

１
４
５
８

▼
住
宅
の
種
類�

木
造
２
階
建

�

１
階
車
庫　

�

２
Ｄ
Ｋ
52
㎡

▼
家
賃
月
額�

２
万
１
千
円

▼
敷
金�

６
万
３
千
円

�

（
家
賃
の
三
ヶ
月
分
）

○
川
口
上
ノ
在
池
住
宅
Ａ
棟

▼
場
所　
金
山
町
大
字
川
口
字
上
ノ

在
池
１
１
４
６

−
１

▼
住
宅
の
種
類�

木
造
２
階
建

�

車
庫
有
り　

�

３
Ｄ
Ｋ
72
㎡

▼
家
賃
月
額�

１
万
８
千
円

▼
敷
金�

５
万
４
千
円

�

（
家
賃
の
三
ヶ
月
分
）

▼
入
居
資
格

　

町
内
に
住
居
又
は
、
勤
務
場
所
を

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
学
・
薬

剤
科
）
及
び
予
備
自
衛
官
補
の
募
集

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

幹
部
候
補
生

予
備
自
衛
官
補
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

有
し（
見
込
み
含
む
）引
き
続
き
将
来

と
も
本
町
に
居
住
す
る
見
込
み
の

者
。
ま
た
、
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い

る
者
。

▼
募
集
締
切

　

３
月
25
日
（
月
）

※
申
し
込
み
者
が
募
集
戸
数
を
上
回

る
場
合
は
、
条
例
で
定
め
る
優
先

順
位
、
ま
た
は
公
開
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。
申
し
込
み
が
な
い

場
合
、
毎
月
15
日
締
切
で
募
集
を

継
続
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

�

建
設
係
☎
54

−

５
３
１
１

▼
募
集
職
種

①
幹
部
候
補
生（
一
般
）

②
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
）

③
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

▼
対
象
年
齢

①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

②
専
門
の
大
卒（
見
込
含
）

　

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

③【
一
般
】

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

　
【
技
能
】

　

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

　

を
有
す
る
者

▼
受
付
期
間

①
と
②
平
成
31
年
５
月
１
日
ま
で

③
平
成
31
年
４
月
12
日
ま
で

※
な
お
、試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

次
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

会
津
若
松
出
張
所

☎
０
２
４
２

−

27

−

６
７
２
４
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お
知
ら
せ

ご
寄
付
に
感
謝

収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

難
し
い
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま
に
し

な
い
で
下
記
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
保
険
料
免
除
制
度

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
失
業
等
の
理
由
が
あ
る
場
合
、

本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ

き
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
免
除
に
な
り
ま
す
。（
免
除
さ
れ

る
額
は
、
全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
の
４
種
類
。）

②
納
付
猶
予
制
度

学
生
の
方
に
は
申
請
に
よ
り
、
在

学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」、
学
生

で
は
な
い
方
に
も「
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

�

☎
54

−

５
１
３
１

野
生
山
菜
の
販
売
（
卸
売
り
含

む
）、
加
工
品
の
製
造
、
宿
泊
や
飲

食
施
設
で
の
食
事
の
提
供
に
は
、
生

産
者
登
録
を
し
た
方
か
ら
仕
入
れ
た

山
菜
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

自
ら
採
取
し
た
山
菜
を
使
用
す
る
場

合
も
生
産
者
登
録
が
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
内
の

野
生
の
こ
し
あ
ぶ
ら
は
、
檜
枝
岐
村

産
を
除
き
販
売
・
提
供
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
産
業
係

�
☎
54

－

５
３
２
２

●
千
葉
県
市
川
市

　
（
故
）清
水　

ナ
カ
さ
ん

�

三
十
万
円

●
東
京
都
品
川
区

　

長
谷
川　

恒
一
郎
さ
ん�

一
万
円

●
新
潟
県
長
岡
市

　

穂
積　

真
一
さ
ん�

一
万
円

●
東
京
都
大
田
区

　

勝
野　

正
博
さ
ん�

五
千
円

●
栃
木
県
壬
生
町

　

石
原　

哲
也
さ
ん�

五
千
円

●
匿
名
希
望
の
方
11
名
か
ら

�

十
一
万
円

ご
寄
付
は
地
域
の
子
育
て
環
境
の

充
実
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
宮
城
県
仙
台
市

　

松
田　

秀
明
さ
ん�

五
千
円

ご
寄
付
は
広
報
紙
の
充
実
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

野
生
山
菜
の
販
売
・
提
供
に

つ
い
て

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

広
報
送
付
に
対
し
て

複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表
示しています。
（測定年月日　平成３１年２月１日～平成３１年２月２８日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。

� （単位：ベクレル/㎏）

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（134＋ 137合計値）

焼却灰 １ ０ 480.9
地下水 ３ ２ 10.4

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの基準
値は１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役
場と横田出張所で行っています。
なお、販売用食品の測定については産業係にお問い合
わせください。
◎問い合わせ…
保健福祉係　☎５４－５１３５
� （自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１
� （自家消費用食品について）
　産　業　係　☎５４－５３２２
	 （販売用食品について）

自家消費用食品等の放射性物質
簡易測定の結果について

新入学（園）児童・園児の
交通事故防止運動
４月６日（土）から１２日（金）

までの７日間

「歩行者を　守る気づかい　思いやり」

期　間

運動のスローガン

11 広報かねやま　31.3.14



� ◎問い合わせ…復興政策係　☎５４－５２０３

金
山
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

動
の
一
環
と
し
て
、
猪
俣
昭
夫
さ
ん

や
町
の
多
く
の
方
か
ら
山
の
中
で
調

和
を
も
っ
て
暮
ら
す
術
や
マ
タ
ギ
の

技
術
を
学
ん
で
い
る
八
須
友
磨
で

す
。マ

タ
ギ
の
世
界
で
、
一
番
し
た
っ

ぱ
の
こ
と
を
「
ぶ
ん
じ
」
と
い
い
ま

す
。「
ぶ
ん
じ
」の
仕
事
は
沢
山
あ
り
、

そ
の
中
の
一
つ
が
火
お
こ
し
で
す
。

吹
雪
だ
ろ
う
と
雨
だ
ろ
う
と
、
火
を

お
こ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
雪

深
い
森
の
中
、
優
し
い
火
に
例
え
よ

う
も
な
い
心
地
よ
さ
を
感
じ
、
自
分

の
中
か
ら
様
々
な
思
い
が
湧
き
出
て

き
ま
す
。
そ
の
火
を
見
つ
め
て
い
る

と
、
川
岸
で
流
木
を
燃
や
し
、
釣
っ

た
魚
を
焼
い
て
食
べ
て
生
き
て
い
た

ア
ラ
ス
カ
の
旅
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。

山
や
森
と
い
っ
た
、
地
球
の
懐
に

入
る
と
、
現
在
の
日
本
で
は
感
じ
に

く
い
、
自
分
自
身
の
命
と
い
う
も
の

が
よ
り
強
烈
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、
必
要
最
低
限
に
、

楽
し
く
心
地
よ
く
生
き
る
こ
と
の
大

切
さ
を
小
さ
な
焚
き
火
が
森
の
命
た

ち
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

冬
期
間
は
、
マ
タ
ギ
を
中
心
と
し

て
協
力
隊
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
山
の
中
で
焚
き
火

を
見
つ
め
て
い
ま
す
と
地
球
の
雄
大

さ
を
改
め
て
感
じ
、
自
分
の
活
動
の

糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
書

活
動
報
告
書

雪山での火おこし

乗ろう・守ろう・つなごう

みんなの只見線 なかがわ雪月列火
２月１６日、只見線つなぎ隊が企画した『なかがわ雪
月列火』の雪灯籠つくりが、JR只見線会津中川駅周辺で
行われました。雪の降る中、只見線つなぎ隊のメンバー
を始め地域の住民ら約４０名が参加しました。およそ４
時間の作業で約５００個の雪灯籠が作られ、１つずつ
蝋
ろうそく

燭に火が灯されました。
雪灯籠が完成すると参加者は、雪の田園を照らす温か

いオレンジ色の幻想的な風景にとても満足そうな笑みを
浮かべていました。
そして、只見線の
列車が会津中川駅
に近づくと皆で手
を振り列車を出迎
えていました。

八
はちす
須　友

ゆうま
磨

日
々
の
豊
か
さ
と

　
　
　
た
き
火
の
温
も
り

雪灯籠が完成し喜ぶ参加者

幻想的な光の中を走る只見線 １つずつ願いを込めて灯します
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◎問い合わせ…上下水道係　☎５４－５３１５

●水道の開栓について
　長期間不在などで止水栓を閉めていた住宅の水道を使用する際には、止水栓を開ける「開栓」
の手続きが必要です。開栓手数料は１回につき５９２円で、作業の際には使用者（代理も可）の
立ち会いが必要です。なお、残雪時には作業前に、止水栓と水道メーター付近の除雪をお願いし
ます。

●下水道使用料の減免について
　下水道使用料は基本料金と住民登録されている世帯人数（毎月１日現在）で算出しております。
ですが、実際には金山町に住民登録をしたまま就学や長期不在（入院や老人ホームなどへの入所）
などで町外に在住されている方もおります。これを除外世帯員といい、除外世帯員一人につき５
４０円、下水道使用料を減免しております。さかのぼっての減額は行っておりません。世帯内に
該当の方がおりましたら、お早めにご連絡ください。

※開栓の連絡は、希望日の一週間前までにお願いします。なお、土日・祝祭日は行っておりません。
　（ゴールデンウイークなど長期連休時には、十分ご注意ください）

水道使用者が役場建設課上下
水道係（☎５４－５３１５）
へ開栓の希望日を連絡。
※使用者と町で日程調整

上下水道係からのお願い

★開栓までの主な流れ
※積雪時
開栓作業日までに、水道
使用者が止水栓及び水道
メーターの除雪を実施。

開栓には使用者（代理も
可）が立ち会いのもと、
上下水道係で作業を実
施。

　実行委員会では現在一緒に湖水まつりを運営
する実行委員を募集しております。活動内容は、
まつりの実行委員会会議への参加とまつり当日
の運営です。金山町の一大イベントである沼沢
湖水まつりを皆さんで盛り上げましょう。
●応募要件
　平成１２年４月１日以前に生まれた方
　金山町内に居住地がある方
●申込方法
実行委員会事務局までご連絡ください。事務
局が配布する応募用紙に必要事項を記入し、
提出してください。

●募集定員
　２名
●申込期限
　４月１２日（金）午後５時
●審査方法
　応募用紙により書類審査となります。

空家バンク制度は、金山町内で増加してい
る空家の有効活用、また金山町に移住・定住
を希望する方への住居の確保等を目的として
います。
現在まで、６件の成約がありました。今後

も継続的に、空家バンクに掲載する物件を募
集します。空家物件の所有者の方及び関係者
の方は空家バンクへの掲載について、ぜひご
検討ください。
※詳しくは、金山町ホームページ内の空家情
報のコーナーをご覧ください。

◎問い合わせ…沼沢湖水まつり実行委員会
　　　　　　　 事務局（役場観光係）
� ☎５４－５３２７◎問い合わせ…復興政策係　☎５４－５２０３

沼沢湖水まつり
実行委員会委員の募集について

金山町空家バンクのご案内
空家となっている物件の有効活用を

考えてみませんか？
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　金山町文化協会総合発表会が下記の
とおり開催されます。舞踊や民謡など
が披露される他、絵画や写真などの多
くの作品も展示されます。お誘い合わ
せのうえ、ぜひお越しください。

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３６１

◎問い合わせ…会津坂下警察署
� ☎０２４２−８３−３４５１

会津坂下警察署からのお知らせ

管内でスリップ事故多発！

高齢者の薬の付き合い方
� 宮下病院

専門薬剤技師（兼）薬剤部長　近藤　剛
　高齢になるといくつもの持病を抱えます。
そして、持病の数だけ薬も増えていきます。
また、高齢者は服用する薬が６種類以上にな
ると、副作用を起こす危険が増えることも報
告されています。
　ただ、薬が多いから悪いという訳ではあり
ません。薬との付き合い方を大事にしていき
ましょう。具体的には、「自己判断で薬を中
断しない」「飲んでいない薬、余っている薬
は必ず医療機関に伝える」「むやみに薬を欲
しがらない」などがあります。
　薬の数を減らすことができるかどうかにつ
いては、かかりつけの医師あるいは薬剤師に
相談してみてはいかがでしょうか。その他に
も「飲みやすい薬への変更」「服用回数の変更」
「ひとまとめ」「介護する方が管理しやすい時
間に変更」できることがあります。
�◎問い合わせ…宮下病院　☎５２−２３２１

宮下病院だより 第20回　金山町文化協会総合発表会

消防署からのお知らせ

火災に注意しましょう！
　最近、県内でも多くの火災が発生していま
す。火災を未然に防ぐためにも、もう一度点
検しましょう。

～防火チェックポイント～
●火をつけたまま、その場を離れない
　・煮物やてんぷら調理の間、その場を離れて

いませんか？
　・絶対に離れてはいけません。
●コンロは壁から離しましょう
　・大きすぎる鍋を使っていませんか？
　・火炎が壁にかかるようなら危険です。
●コンロ周りに燃えやすい物を置かない
　・周りに物を置きっぱなしにしていませんか？
●火事が起きたら消火器で消しましょう
　 ・火事が起きたらまずは、消火器で消しま

しょう。
◎問い合わせ…会津坂下消防署金山出張所
� ☎５５－３１００

　２月に発生した交通事故の約半数がス
リップ事故です。
　また、スリップ事故の約４割がスノー
シェッド内で発生しています。
　晴れていても夜間のスノーシェッド内、
日陰、橋の上は、凍結している危険があり
ます。

○スノーシェッド内やトンネル出入口は十
分に、減速する。

○速度は控えめにして車間距離は長めにと
る。

○急ハンドル、急発進、急ブレー
キなど急のつく運転をしない。

●日　時	 ３月２３日（土）
	 午前９時３０分～午後４時
●場　所	 御神楽館（本名）

スリップの事故防止ポイント
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◎問い合わせ…農林係　☎５４－５３２１

１月２４日、郡山市で福島県農業普及指導活動の成
果発表会が開催されました。
これは、県内の農業者に対する技術・経営指導の成
果を共有するために開催されています。金山普及所か
らは、指導員の藤家 良輔さんが「奥会津金山赤カボ
チャ」の地域特産化の取り組みを発表し、見事、最高
賞の県農業改良普及職員協議会長賞に輝きました。

奥会津金山赤カボチャの栽培指導で
最高賞に輝く

金山普及所　藤
ふ じ い え

家  良
りょうすけ

輔さん

あ の 人 こ の 人
２月届出（敬省略）
こんにちは赤ちゃん

杉江　のどか

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

目　黒　定　雄（７９歳）大　塩
横　山　隆　男（８２歳）川　口
押　部　常　男（８６歳）八　町
三　瓶　修　兒（６７歳）大　塩
渡　部　良　明（９７歳）田　沢

金山町の人口（３月１日現在）

○新刊紹介

図 書 室 だ よ り

○２月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　７０冊（うち児童書　２１冊）ＤＶＤ　０枚

※一人３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）
◎問い合わせ ･･･ 中央公民館　☎５４－５３６１

世 帯 数
人 口
男
女

※（　）内は先月比　住民基本台帳から

1,059世帯	 （−１）
2,062人	 （−２）
1,002人	 （−４）
1,060人	 （＋２）

（小栗山）父・　理
母・恵　子

◆　百貨の魔法
　　 村山　早紀　著（ポプラ社）

◆　リアルサイズ古生物図鑑
土屋　建　著（技術評論社）

　エレベーターガール、宝飾品売り場のフロアマネージャー、テナ
ントのスタッフ、創業者の一族らが、それぞれの立場で街の人びと
に愛されてきたデパートを守ろうと、今日も売り場に立ちつづける
―。百貨店で働く人たちと館内に住むと噂される「白い猫」が織り
なす、魔法のような物語 !

　さまざまな時代のさまざまな古生物を現代の風景に配置。身近
なものとの比較で大きさが具体的にわかる。大人が楽しめる超リ
アルなビジュアルブック第一弾。

一般向け

一般向け

藤家さんにインタビュー

　最高賞を頂いた時はとても
驚きました。そして、すごく
嬉しかったです。これからも
生産者協議会のみなさんと力
を合わせて「奥会津金山赤カ
ボチャ」を育てて行き、町の
活性化に繋げていきたいと思
います。

受賞を喜ぶ藤家さん
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雪像コンクール作品
雪まつりを盛り上げるために会場や町内に作成された雪像を紹介します。
寒い中、作成し応募いただいた皆さん、本当にありがとうございました。

川口・横田保育所
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